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各学校や地域における地域学校協働活動の推進を目的に、地域と学校の連携・協働に関する情報を発

信する連携協働通信「架け橋」を発行します。 

 

９月 19 日（木）に、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、様々な教育支援団体とつなが

り、交流を深めることを目的に、地域の皆様（学校・地域コーディネーター、学校運営協議会委員、

地域ボランティア等）、教職員、行政職員を対象とする「Yokohama 地域学校協働活動フォ－ラム」をフォー

ラム実行委員会の皆様と共催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校運営協議会＞＜地域学校協働本部＞ 

令和元年１０月３１日 

横浜市教育委員会 学校支援・地域連携課 発行 NO．６ 

「Yokohama 地域学校協働活動フォ－ラム」報告 

 

前半は見本市形式で、４５                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

の教育支援団体が出展して、

参加者に情報提供しました。 

後半は、地域の方々、教職員、                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

教育支援団体が一緒になって

交流会を行いました。 

＜教育支援団体のプログラム例＞ 

・ICT 関係（プログラミング、ドローン等） ・職業体験  ・英語教育支援 

・科学実験  ・工作教室  ・環境教育  ・消費者教育 ・スポーツ体験  等 
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【アンケート結果】 

今後の活動の参考になりましたか？ 

＜教職員＞ 

 

 

 

＜地域の方々＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体としては「たくさんの方々とつながりをもつことができた」「新しい出会いがあった」という

感想が多く、皆様にとって非常に有意義な時間となりました。ただ、「教員の参加が少ないのが残念」

「来てよかったと思ったが、もっと学校の先生に紹介してほしい」「コーディネーターは学校の

依頼で動くので、先生と参加できたらよかった」というご意見もいただきましたので、次年度は

開催時期や PR方法等の見直しをして、さらに教職員の方々の参加が増えるように改善していきたいと

思います。 

 

項目名 ％ 

１ 参考になった ８６ 

２ まあ参考になった １４ 

項目名 ％ 

１ 参考になった ８７ 

２ まあ参考になった ８ 

３ あまり参考にならなった ０ 

４ 参考にならなかった ５ 

・子どもたちのためにいろいろな角度から興味を引き出せるコンテンツが用意されていて、学

校や地域で取り入れていけたらいいと思った。 

・様々な分野の方の話が聞けて良かった。多くの企業や団体と交流できた。 

・自主性を育む取り組みが企業でも行われていることを初めて知った。 

・人のつながりが大きな輪になって子どもたちの将来のためになると感じた。 

・コーディネーターとしての年間イベントを考えていたので様々な団体の活動が参考になった。

区の交流会でも共有したい。 

・学校とつながる団体・企業・NPO がここまで

あることを知ることができた。 

・自分たちだけでは出会えないような団体

の方と出会えた。 

・多くの視点から総合的な学習の時間・職場体

験・キャリア教育等へ生かせると思った。 

・総合の授業に不安を持っていたので、引き出

しが増えて良かった。 

・すぐに学校に戻って学年に紹介したい内容に

出会えた。プロに学ぶことで職員の負担軽減

に繋がる。今年度内に連絡を取りたい。 
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＜日時＞ 【西部・南部】令和元年１１月 ７日（木）15:00～16:45  花咲研修室 2階 

     【東部・北部】令和元年１１月 14日（木）15:00～16:45  花咲研修室 2階 
  

＜主な内容＞ 講演と情報交換 

         ・テーマ 「これからの時代の学校づくり 地域づくり」(仮) 

講 師  竹原和泉 様（NPO まちと学校のみらい代表） 

         講師紹介 東山田中学校ブロック学校運営協議会会長、神奈川県立高校学校運営 

協議会委員、文部科学省 CSマイスター、中央教育審議会専門委員 

      ・参加校情報交換 

          小グループを作り、各校の状況や今後の方向性について情報交換を行います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

＜申込み＞  簡易集計システムにて実施日一週間前までに申込みをしてください。 

URL:http://ky-chosa.office.ycan/enquete/18/public/index.cgi?serial=209 

 

※ 令和元年 10月 1日付 教学第 851号「学校運営協議会未設置校研修会の開催について（通知）」参照 

「学校運営協議会 未設置校研修会」のお知らせ 

学校運営協議会は、学校と地域の双方にメリットのあるものです。 

学校にとっては、教育活動が充実する、安心して学校経営ができると 

いったことがメリットしてあげられます。 

地域にとっては、学校や子どもたちに 

積極的に関われる、地域どうしが 

つながりをもてるようになったと 

いったことがあげられます。 

学校運営協議会を令和 2年 4月設置の場合、令和 2年 1月中に、申請書

を提出していただきます。 

それまでに、地域の方、保護者、学校教職員から理解を得る必要があり

ます。委員の選定については、まち懇委員の関わりや学識経験者の 

選び方等について説明を予定しています。 

http://ky-chosa.office.ycan/enquete/18/public/index.cgi?serial=209

